






た。その後、CPUE は減少し 1980 ～ 1993 年までの平均は
5.9 へ減少した（図 6 上）。この時期の資源水準の低下の原
因として、①過大な漁獲量（日本の釣り漁業による 10 万ト
ン以上の漁獲量＋韓国・台湾及び東経 170 度以西での我が
国の流し網による漁獲量）及び②環境収容力の低下（親潮域
の寒冷化による動物プランクトン現存量の減少；Nagasawa 
2001）の可能性が考えられる。その後、1994 ～ 1998 年
まで CPUE は比較的高い水準（10.9 ～ 14.9）が続いたが、
2007 年まで変動を伴いながら徐々に低下する傾向が見ら
れた（図 6 上）。この間に中国の漁獲量が急増し、1995 ～
2008 年まで平均漁獲量は 10 万トンを超えていた（図 6 上）。

三陸沖の冬漁を主体としたいか釣り船の CPUE（トン / 日
/ 船）を 1995 ～ 2014 年までの漁獲成績報告をもとに、漁
船トン数、月（12-3 月）、海区（3 海区）の説明変数を用い
て一般化線型モデル（GLM）で標準化した（図 6 中）。いか
釣り漁船の CPUE は 2004 ～ 2006 年にかけて高い水準に
あったが、それ以降、変動を伴いながら減少傾向を示した。
1995 ～ 2014 年までの平均 CPUE を過去の最低値（0.04、
2012 年）と最高値（2.26、2006 年）の差を 3 等分し、高
位、中位、低位と水準分けすると、2014 年の資源水準は中
位に相当する。2015 年以降の漁獲成績報告は未集計である
が、ほとんど漁獲がなかったことから直近年（2016 年）の
資源水準は低位と考えられる。

2006 年から本資源を対象として始めた三陸沖合東経 144
度ラインでの流し網による加入量調査では、2006 ～ 2015
年までの平均 CPUE（10 反あたりの採集尾数）は 23.0、

2016 年の CPUE は 5.2 と見積もられ、2015 年の値（6.6）
の 92％に減少した。また、この 10 年間の CPUE を過去の
最低値（4.0、2011 年）と最高値（76.7、2007 年）の差
を 3 等分し、低位、中位、高位と水準分けすると、2016 年
の資源水準は低位に相当する。調査流し網 CPUE で見ると
2009 年以降の加入量は低い状態が続き、2012 年に回復を
示したが、2013 年以降は再び減少に転じた（図 67 下）。主
たるアカイカ漁業国である中国のいか釣り船による漁獲量は、
2008 年までは 10 万トンを超えていたが、2009 年以降は
急激に低下して 4 万トン台となっている（図 67 上）。

これらのアカイカは、夏から秋にかけて黒潮北上暖水や三
陸沖・釧路沖暖水渦を利用して北上索餌回遊を行う間に（為
石 2002）、北西太平洋での中国を中心とする外国船による
漁獲圧にさらされる。このため、日本漁船の漁獲は、外国船
の漁獲による影響が考えられるが、それ以外に漁場形成に関
係する海洋構造や漁場探索能力に左右される。中国いか釣り
漁船が 2000 ～ 2005 年にかけて東経海域で漁獲した冬春生
まれ群について、Chen ら（2008b）は除去法で資源評価を行っ
た。これによると、相対逃避率はこの期間を平均すると一般
的な管理目標とされる 40%（Beddington ら 1990）に近い
ことから、現状の漁獲死亡係数は適正と判断された。しかし、

図 6.  上：東経 170 度以西の我が国のアカイカ冬春生まれ群の漁
獲量（全漁連集計 1 ～ 3 月の水揚量から原魚換算）と 1974 年〜
2007 年までの調査船 CPUE（尾 / 釣り機台数 / 時間）の経年変化
及び中国の漁獲量（2006 年以降は Chen et al. 2008a 及び Anon 
2016 より）。中：冬春生まれ群を対象としたいか釣り船の漁獲
成績報告をもとに標準化された CPUE（トン / 日 / 船）。1995 ～
2014 年までの CPUE の最低値と最高値の差を 3 等分した水準、低
位、中位、高位を示す。下：調査流し網 CPUE（東経 144 度及び
155 度における 10 反あたりの採集尾数）による加入量予測値破
線は 2006 ～ 2015 年までの調査流し網の CPUE の最低値と最高値
の差を 3 等分した水準、低位、中位、高位を示す。

図 7．冬季の水産庁調査船『開洋丸』による表層トロールによる
アカイカ分布量
上：2015 年 1 ～ 2 月におけるアカイカ CPUE（kg/ 曳網 1 時間）。
背景は 2015 年 2 月 8 日時の表面水温、白丸はトロール調査が実
施されたがアカイカの採集がなかった地点。下：2011 年 1-3 月に
おけるアカイカ CPUE（kg/ 曳網 1 時間）。背景は 2011 年 2 月 14
日時の表面水温、白丸はトロール調査が実施されたが、アカイカ
の採集がなかった地点を示す。
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この期間に相対逃避率や逃避量が減少していることから乱獲
の可能性も示唆されている（Chen ら 2008b、Arkhipkin ら 
2015）。一方、最近年、調査流し網による冬春生まれ群の資
源水準と海洋環境との関係から、冬春生まれ群の冬季漁場に
おける資源水準の変動の約 50%（決定係数）を、1 年前の 2
～ 5 月における産卵場のクロロフィル濃度で説明でき、さ
らに漁期前 10 ～ 11 月の索餌場における表層混合に強い影
響を与える風の強によって資源水準の変動の 64% を説明で
きる（Nishikawa ら 2014, 2015）。

2015 年冬季に冬春生まれ群アカイカの分布量調査が水産
庁調査船『開洋丸』による表層トロールを用いて実施された

（水産庁 ･ 東北区水産研究所 2016）。この調査では三陸沖合
公海上の一部で高い CPUE（kg/ 曳網時間）の海域が認めら
れたものの、冬季漁場が形成される東経 145 度以西の海域
におけるアカイカ分布量は低かった（図 6 上）。同様な調査
を実施した 2011 年冬季の結果と比較すると、2015 年は全
体的に低位であった（図 6）。

以上、直近（2016 年）の実際のいか釣り船による CPUE
や漁獲量、調査流し網による加入量調査の CPUE は、いずれ
も資源水準が低いことを示し、資源の動向は漁獲量水準に依
拠して減少傾向と判断された。

管理方策

本種の管理方策については現時点では確立されていないが、
これまでにいくつかの管理方策に向けた報告が行われている。

北太平洋公海におけるアカイカを含む国際的な漁業資源に
関する議論が進められている。2015 年 7 月には、底魚漁業
資源だけではなく、サンマやアカイカなどの浮魚資源も対象
とする北太平洋におけるアカイカの資源単位としての系群
は、前述のように秋生まれ中部系群、秋生まれ東部系群、冬
春生まれ西部系群及び冬春生まれ中東部系群の 4 つが提案
されている（谷津ら 1998、長澤ら 1998）。しかし、資源管
理上は極めて複雑であることから、東西で資源管理の単位を
分けるのが便宜的である。実際に、2013 年に実施した北太
平洋における広域調査の結果から、東経 170 度付近を境に
東西で稚仔の分布量が異なり、アカイカ秋生まれ群の分布海
域は東経 175 度以東であることが明瞭に示唆されていた（水
産庁 2015）。このため、NPFC 条約の科学委員会においても
東経 170 度を境にして東西で統計データの集計が進められ
ている（Anon 2016）。これらの集計を基にした北太平洋で
の総漁獲量は 1998 年にピークを記録したが（約 23 万トン）、
それ以降 2015 年までに減少傾向にある（およそ 3.4 万トン）。

最近年、北太平洋のアカイカ資源の両季節発生群について、
資源変動の要因の多くが産卵生育場や索餌場における海洋生
産性の変化で説明できるとされ（Ichii ら 2011、Igarashi ら 
2015、Nishikawa ら 2014, 2015）、一方で、東経海域にお
ける冬発生まれ群が減少していることから乱獲の可能性も示
唆されている（Nishikawa ら 2014, 2015）。いまだ、海洋環
境と漁獲の影響について、アカイカの資源変動を説明する上
で明瞭な証拠はないが、変動する環環境収容力に見合った適
正な漁獲量を見積もる必要がある。

2015 年 7 月には、底魚漁業資源だけではなく、サンマ
やアカイカなどの浮魚資源も対象とする北太平洋漁業資源
保存条約が発効し、東京に事務局を持つ NPFC が設立され
た。北太平洋ではこれまで中国船籍と見られるいか釣り漁船
が公海で禁止されている流し網を積載し使用したとの疑いや

（NPAFC Annual report 2009）、米国沿岸警備隊による中国
漁船の拿捕などが発生している（Alaska Report 2007）。ま
た、外国漁船によって日本のいか釣り漁船の操業が妨げられ
る事態も発生してきた（黄金崎 2002）。日本漁船の場合は、
始めに魚群を見つけた漁船が優先して、後続の漁船は 3 マ
イルの船間距離をおくなど操業ルールを作っているが、中国
などの外国船にはこのようなルールはなく、過密や割り込み、
集魚灯点灯状態での至近距離通過など、危険を伴う無謀な操
業が行われてきた。NPFC の設立により、資源管理だけでは
なく、操業ルールなどの適切な漁業管理も考慮された持続的
な資源利用が徹底されると期待される。

執筆者

外洋資源ユニット
いか・さんまサブユニット
東北区水産研究所　資源海洋部
　　　酒井　光夫
外洋資源ユニット
いか・さんまサブユニット
東北区水産研究所　資源海洋部 浮魚・いか資源グループ
　　　阿保 　純一・ダルマモニー ･ ビジャイ

参考文献

Alaska Report. 2007. Coast Guard intercepts Chinese vessels 
suspected of driftnet fishing, October 3, 2007. http://
alaskareport.com/news1007/z46743_illegal_fishing.htm

（2010 年 10 月 26 日）
Anon 2016. Annual Report Summary Table ‐ Squid. North 

Pacific Fisheries Commission 1st Scientific Committee. 
NPFC01-2016-AR.

有元康司・河村章人 . 1998. 中部北太平洋アカイカ釣り好漁
場における餌魚類特性 . In 遠洋水産研究所（編）, 平成 8
年度イカ類資源研究会議報告 . 遠洋水産研究所 , 静岡 . 70-
80 pp.

Arkipkin, A. I., Paul G. K. Rodhouse, Graham J. Piercec, 
Warwick Sauer, Mitsuo Sakai, Louise Allcock, Juan 
Arguel les ,  John R.  Bower,  Gladis  Cast i l lo ,  Luca 
Ceriola, Chih-Shin Chen, Xinjun Chen, Mariana Diaz-
Santana, Nicola Downey, Angel F. González, Jasmin 
Granados Amores, Corey P. Green, Angel Guerra, Lisa C. 
Hendrickson, Chris-tian Ibáñez, Kingo Ito, Patrizia Jereb, 
Yoshiki Kato, Oleg N. Katugin, Mitsuhisa Kawano, Hideaki 
Kidokoro, Vladi-mir V. Kulik, Vladimir V. Laptikhovsky, 
Marek R. Lipinski, Bilin Liu, Luis Mariátegui, Wilbert 
Marin, Ana Medina, Katsuhiro Miki, Kazutaka Miyahara, 

Copyright (C) 2017　水産庁　水産研究・教育機構　All Rights Reserved

平成 28 年度国際漁業資源の現況 67　アカイカ　北太平洋

67 − 5



表 2．アカイカの国別漁獲量（万トン）の変遷（出典：FAO 2016、Chen ら 2008 及び Anon 2016）
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アカイカ（北太平洋）の資源の現況（要約表）

資 源 水 準
中　位（秋生まれ群）
低　位（冬春生まれ西部系群）

資 源 動 向
増加傾向（秋生まれ群）
減少傾向（冬春生まれ西部系群）

世 界 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

3.4 万～ 7.1 万トン
平均：4.9 万トン

（2011 ～ 2015 年）
（FAO 統計及び NPFC 条約漁業情
報からの推計）

我 が 国 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

0.3 万～ 1.3 万トン
平均：0.4 万トン

（2011 ～ 2015 年）
（全漁連水揚げ統計の原魚換算）

管 理 目 標
MSY：15.9 万トン（秋生まれ群）
相対逃避率 40%：10 万トン（冬
春生まれ西部系群）

資 源 の 状 態

秋生まれ群：不明、冬春生まれ西
部系群（2001 ～ 2005 年）：相対
逃避率平均値 37.2%（ただし、減
少傾向にあるので乱獲の可能性も
示唆）

管 理 措 置 大規模流し網禁止（国連決議）

管理機関・関係機関 北太平洋漁業資源保存条約、NPFC

最新の資源評価年 －

次回の資源評価年 －

Copyright (C) 2017　水産庁　水産研究・教育機構　All Rights Reserved

平成 28 年度国際漁業資源の現況 67　アカイカ　北太平洋

67 − 9


